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を創面にタイオーバーした collagen 群（n=6）を設定した。上記 2 群で創の面積、深
さ、術後出血、NSAIDs の使用、機能障害について調査・比較した。 
 
















 術後の鎮痛薬の平均必要日数は PGA 群で 6.7 日であったのに対し、collagen 群では
12.1 日と長く、ポリグリコール酸シートの鎮痛効果が優れていることが示唆された。
術後出血は両群とも認めなかった。機能障害は collagen 群と比較して PGA 群では減
少しており、創の面積や深さの割に機能障害の程度が軽い傾向であった。 
 











られた。2 つ目の違いは、4 週～8 週経過した舌の形態である。PGA 群は創部の上皮
が平坦であったのに対し、コントロール群では創部の上皮が陥凹していた。さらに、
コントロール群の方が創部の深さが深く、瘢痕組織の減少も大きかった。 
 また実際の臨床でポリグリコール酸シートとフィブリン糊を使用した場合におい
ては、術後疼痛の軽減と創の収縮抑制といった利点が示唆された。創の収縮抑制によ
り、舌の機能障害は軽くなると思われる。術後疼痛の軽減には、フィブリン糊による
ポリグリコール酸シートと創面の強力な接着が寄与していると考えられた。今後の臨
床での使用経験により、その有用性はさらに明らかになっていくと考えられる。 
 
